













Subgroups of Adjective Class in Kuroshima Ryukyuan: 




































表 1 guffaと gumahaの接辞 kuに対するふるまいの違い 
「重い」 「小さい」 
guffa gumaha 













 本稿の流れを述べる。まず、第 2節において黒島方言の概要を簡単に示す。続く第 3節
では、本研究の先行研究を紹介し、問題点をまとめる。第 4節は本稿の本論であり、kuと








































表 2 黒島方言の子音 
      両唇 唇歯 歯茎 軟口蓋 声門 
 
  









































表 3 黒島方言の母音 
































 一方、平山他（1967: 179-180）では、「黒島方言の形容詞は「さあり」系 4）の構成を示
し、s 語幹に対応する語幹末尾は h である。また連用形に限って k 語幹が現れることが特
色である」と述べられ、「高い」という意味の語を例にとって活用が示してある。ここで言
及されている「k語幹」は、本稿で扱う接辞 kuと同一のものであるものと思われる。ここ






























（1） A. unu  isi=a6)   guffa-ta 
     この 石=TOP  重い-PST 
     この石は重かった 
   B. unu  isi=a   gumaha-ta 
     この 石=TOP  小さい-PST 
     この石は小さかった 
（2） A. unu  isi=a   guffa   naan 
     この 石=TOP  重い   NEG.COP 
     この石は重くない 
   B. unu  isi=a   gumaha  naan 
     この 石=TOP  小さい  NEG.COP 




表 4 両グループの差異が表面化しない場合 





















 次に、接辞 ku を付して、両グループの差異が出る場合を確認していく。グループ A で
は、guffa/guffaku のように、基本形にそのまま ku を付す。それに対し、グループ B では、
gumaha/gumakuのように、基本形から haを落としたうえで kuを付すと、文法的である。 
（3）A.  unu   isi=a  guffa-ku=du  ar-ta 
     この  石=TOP 重い-ku=FOC  COP-PST 
     この石は重かった 
B. unu   isi=a  guma-ku=du   ar-ta     （*gumahaku） 
     この  石=TOP 小さい-ku=FOC  COP-PST 
     この石は小さかった 
（4）A.  unu   isi=a  guffa-ku   naan 
     この  石=TOP 重い-ku   NEG.COP 
     この石は重くない 
B. unu   isi=a  guma-ku   naan       （*gumahaku） 
     この  石=TOP 小さい-ku  NEG.COP 
     この石は小さくない 
（5）A.  unu   isi=a  guffa-ku   nar-ta 
     この  石=TOP 重い-ku   なる-PST 
     この石は重くなった 
B. unu   isi=a  guma-ku   nar-ta      （*gumahaku） 
     この  石=TOP 小さい-ku  なる-PST 













表 5 グループAの語 
重い guffa guffaku 
うるさい miffa miffaku 
きたない janija janijaku 
寒い piija piijaku 
うれしい sanija sanijaku 
軽い harra harraku 
ひもじい jaasa jaasaku 
うるさい hasamasa hasamasaku 
うるさい jagamasa jagamasaku 
難しい musukasa musukasaku 
遠い tuusa tuusaku 
さみしい hamaarasa hamaarasaku 
かわいい hanasa hanasaku 
固い koosa koosaku 
薄い pissa pissaku 
悪い wassa wassaku 
易しい jassa jassaku 
おもしろい umussa umussaku 
安い jassa jassaku 
忙しい isugassa isugassaku 
眠い nihuta nihutaku 
暑い acca accaku 











表 6 グループBの語 
小さい gumaha gumaku 
若い bahaha bahaku 
悪い janaha janaku 
速い paaha paaku 
多い uraha uraku 
少ない isikaha isikaku 
近い sikaha sikaku 
おいしい maaha maaku 
幼い sinaha sinaku 
高い takaha takaku 
長い nagaha naaku/nagaku 
低い pisaha pisaku 
深い hukaha hukaku 
浅い asaha asaku 
狭い sibaha sibaku 
赤い akaha akaku 
青い auha auku 
貧しい geeraha geeraku 
暗い baaha baaku 
臭い zaaha zaaku 
からい karaha karaku 
やわらかい jaaraha jaaraku 





























る。しかも、その違いは接辞 ku に対するふるまいの場合と同じであり、グループ A の場










（6） guffa+guffa=nu  isi 
   重い+重い=GEN  石 





 これに対し、グループ B の場合は、やはり ha を落としたかたちが重複される。以下に
例を示す。 
（7） guma+guma=nu  an 
   小さい+小さい  蟻 









 ここで、接辞 ku、および、複合、重複に関する両グループのふるまいを表 7にまとめて
おく。 
 
表 7 両グループのふるまいの違い 
 グループA グループB 
基本形 guffa gumaha 
-ku guffa-ku guma-ku 
複合 guffa+isi guma+isi 





























































 以上、本稿で述べたことをまとめると、次の 3点になる。 




（9）  上記の形容詞のサブグループは kuに続く場合のみに有効であるわけではない。複
合や重複の際にも同じふるまいを示す（5節）。 












A、グループ B 間の関係についても本稿では言及できなかった。今後、調査を進めたい。 























A. unu   isi=a  guffa-ku=du  ar-ta      （kuあり） 







B. unu   isi=a  guffa=du   ar-ta    （kuなし） 
 この  石=TOP 重い=FOC  COP-PST 
 この石は重かった 
 
C. unu   isi=a  guma-ku=du   ar-ta  （kuあり） 
 この  石=TOP 小さい-ku=FOC  COP-PST 
 この石は小さかった 
 
D. unu   isi=a  guma-ku=du   ar-ta  （kuなし） 






E. unu  isi=a   hanu  isi=kin=a
  
  guffa-ku=du   ar-ta 
 この 石=TOP あの  石=より=TOP   重い-ku=FOC   COP-PST 
 この石はあの石より重かった 
 
F. unu  isi=a   hanu  isi=kin=a    guma-ku=du   ar-ta 






る。これ以外は、ほぼ同じ環境で生起し、unu isi=a guffa-kuや unu isi=a guma-kuのように、
接辞 kuで文を終えることも可能である。このように、文を終止することも可能であるため、
平山他（1967: 179）の「連用形に限って k語幹が現れる」という記述も修正されるべきで
ある。さらに例を示すと、この接辞 kuは、unu isi=a guffa-ku-ta（「この石は重かった」）の
ように、過去の接辞をとることもできるなど、通常の形容詞と同じ活用を示す。 
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